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＜第８章＞ 

今後の課題と展望 
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 本章では、高等教育を通じて生徒が身に付けるべき社会・職業への移行に必要な資質・能力を評価、

育成するために、本調査研究がどう貢献できるのか、今後の課題と展望を示す。 
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高校教育を通じて生徒が身に付けるべき「社会・職業への移行に必要な資質・能力」とは何か。 

その定義のために、“これからの社会で求められる力”と“探究学習など学校活動全体で育んでいる力・

育みたい力”の両側面から議論をすることから研究を始めた。 

「社会・職業への移行に必要な資質・能力」は、社会から切り離されたものとなってはならず、社会

に出ていく上で実効性のある資質・能力とすることに留意し、高校生だけではなく、大学生・社会人も

対象にして調査を進めた。 

海外での議論や２１世紀型能力等も参考にして、論理的思考力・批判的思考力、問題発見・解決力、

メタ認知、実践力（人間関係形成力・社会参画力）のもととなる認識、態度を定義し、評価するための

信頼性・妥当性をもつ評価テストを開発できた。つまり、社会・職業への移行に必要な資質・能力を客

観的に評価する１つの手法を確立することができた。 

 このような客観的な評価テストと日々のご指導の中での先生方の評価をあわせて検証することで、生

徒の多面的な資質・能力や態度を可視化し、生徒との面談や進路指導、日々の学校での指導に役立てた

り、学校の指導の成果検証に貢献できたりすることがわかった。 

 評価テストを実施することで、生徒の資質・能力育成、先生の指導にどのような効果があり、今後ど

のような課題を検討していかなければならないかを次にまとめる。 

 

■生徒にとって 

・効果 

生徒にとっての効果の１つめとして、教科学力以外の自分の強みや特徴がわかるので客観的に自分を

振り返る機会につながるということがあげられる。２つめは、今の学びと社会で役立つ力とのつながり

がわかることで、生徒の学びのモチベーションになることである。 

評価テストの問題を解いた後の生徒の感想として、「将来、実社会で役立つと思った」「人の気持ちを

考える問題が新鮮。人と話をするときに気をつけようと思った」「終わってからどう答えたかみんなで話

をした。答えは１つではないような問題だった」「暗記などが必要ないので苦手意識を持たずに取り組ん

だ」「問題を解くまで持てていなかった観点が身についた気がする」という声も多くあった。評価テスト

問題を解くこと自体が生徒のモチベーションを喚起し、今勉強していることが将来につながると感じ、

より意欲的に取り組めるものにできたと考えられる。 

そして、生徒がどうやったら自分の力を伸ばせるかがわかる結果レポートを返却することで、生徒に

次への行動を促すことができた。大学生や社会人との比較を行うことで、目標イメージを持たせること

ができた。評価テストの問題を通して、生徒に将来社会にでて必要となる力は何かを伝え、今の学びと

のつながりを結果レポートで示すことができた。 

 

・課題 

今後の課題として、生徒にとって資質・能力の言葉の定義が難しく、聞きなれない言葉であるので、

生徒にわかりやすい言葉で伝えていく必要がある。また、資質・能力を伸ばすことが日々の学習（教科

学習・進路・グループ学習など）にどうつながっているかを可視化する必要がある。 

今後、生徒が自分を強みを把握し、自分で目標をたて主体的な学びにつなげるためにどういったフィ

ードバックや指導が効果的なのか引き続き研究を進める必要がある。 
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■先生にとって 

・効果 

先生にとっては、資質・能力の育成のために生徒の教科学力以外の多面的な力を把握できること、生

徒の新たな一面を発見できること、それにより面談や進路指導の場面で活用できることが効果だと考え

られる。 

研究校の先生方と議論し、評価と指導の一体化に向けて、指導にも活用できるテスト問題とするため、

開発・改良を行った。具体的には文系・読解力中心の問題だけではなく、数理系の問題の開発したり、

選択式に加えて、答が１つではない問題、オープンエンドの問いを導入した記述式・論述式問題を開発

したり、ルーブリックで評価する採点基準の開発を行った。その結果、「教科学習と実社会の結びつきが

わかる」「教科学習での単元導入時のトリガークエスチョン（問い）にしたい」「資質・能力の育成・授

業で活用できるイメージがある」といった、先生がご指導で活用したいという声を頂いた。 

また、先生用の結果レポートを開発することにより、調査結果を、教科指導、進路指導やキャリア教

育、生活指導、部活動の指導、面談など幅広く多面的に活用したいという声を頂いた。 

 

・課題 

この評価テストの測定結果を生かすために、資質・能力の育成をどのように教育課程の中に位置づけ、

指導に役立てていくかが今後重要である。つまり具体的には教科指導、総合的な学習の時間、課外活動、

部活動など学校活動全体でどう育んでいけばよいのか、その指導法やカリキュラムマネジメントが求め

られる。 

 その１つの指針として作成した「評価する能力ごとの到達目標と指導事例の系統表」を今後も精緻化し

ていくことが今後の課題である。また、本調査研究により、資質・能力は教科学力のベースとなる力で

もあることがわかった。教科指導を通じて、資質・能力を教科学力と紐づけて指導できる方法を確立・

可視化していくことが重要である。 

重要なのは「問いを立てる力」であり、生徒自らが問いをたてて、立てた問いに対して、自分なりに

仮説をたてて、実行し、振り返ることが大事であり、あらかじめどのような資質・能力を育成したいか

という育成目標を設定し、体系的なカリキュラムをたてることで指導のＰＤＣＡがまわるのではないか、

という議論が評価手法検討会議でなされた。 

 

 まさに今次期指導要領では、これから技術革新やグローバル化が加速する時代を生きていく子供たち

にどのような力が必要か、教育課程で育んでいくかが議論されている。年間計画、単元計画、日々の授

業設計において、先生方が指導の参考になるように、「評価する能力ごとの到達目標と指導事例の系統表」

をブラッシュアップしていきたい。また、生徒自身が見て目標設定・見通し・振り返りの際に活用でき

るようにしていくことをめざしたい。このように今後も研究をつづけ、高校教育を通じて生徒が身に付

けるべき、社会・職業への移行に必要な資質・能力育成の普及に向けて努めていきたい。 

 

これからの２１世紀を生き抜く 

子供たちの資質・能力をはぐくむために。 
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